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「学生のキャリア形成に関する意識調査」の調査結果について 

 

平成 25 年 5 月 28 日 

公明党 学生局 

 

 この度、公明党学生局は、資格取得、インターンシップ、留学について、学生

が抱えている困難を浮き彫りにすることを主眼に、「学生のキャリア形成に関す

る意識調査」を実施した。全国で３６１０人からいただいた回答を基に、１０００件

を抽出して標本調査を行い、結果の概要及び分析を以下の通り取りまとめた。

なお、今回の調査により浮き彫りとなった課題や必要な施策については、別途、

政策提言に反映させている。 

 

キャリア・ビジョンについて 

 

○就職・進路についてのイメージが明確かを聞いたところ、「明確である」が

25.6％、「どちらかといえば明確である」が 32.7％であり、過半数を超える学生が

比較的明確なイメージを持っていることが分かった。 

 

○学年別で集計すると、４年次になって急激に「明確である」「どちらかといえば

明確である」と答える割合が上昇することが分かった。１・２・３年次では回答の

割合はほぼ同じだった。 

 

○就職・進路に向けて必要だと思う取り組みを聞いたところ、「資格取得」と答え

た学生は 75.7％、「インターンシップ」と答えた学生は 41.2％、「留学」と答えた

学生は 21.5％だった。学生のキャリア形成において、資格取得のニーズの高さ

がうかがえる。 
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資格取得について 

 

○何か資格を取得したいかを聞いたところ、「取得したい」学生は 86.6％、「す

でに取得した」学生は 7.3％、「取得したいと思わない」学生は 5.7％であり、非

常に多くの学生が資格を取得したいと考えていることが明確になった。 

 

 

○資格を「取得したい」と答えた学生に対し、資格取得を考える上で困難な点を

聞いたところ、「勉強時間が確保できない」は 46.5％（866 人中 403 件）と最も多

く、次いで「経済的な負担が大きい」が 32.6％（282 件)、何をすればいいか分か

らないが 31.4％（272 件)だった。勉強時間の確保と経済的な支援に向けた施策

の充実とともに、資格取得に関する相談窓口開設など、意欲ある学生が行動に

移せる支援体制が求められる。 

 

 

○資格を「取得したいと思わない」と答えた学生に対し、取得したいと思わない

理由を聞いたところ、「メリットを感じない」が 45.6％（57 人中 26 件）と最も多く、

次いで「何をすればいいか分からない」が 38.6％（22 件）、「勉強時間が確保で

きない」と「経済的な負担が大きい」が 14％（8 件）ずつであった。 
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○資格を「すでに取得した」と答えた学生に対し、資格取得に向けて実践した

取り組みを聞いたところ、「大学等が実施する講座」と「独学」が 45.2％（73 人中

33 件）ずつと最も多く、次いで「他の専門学校（ダブルスクール等）」が 9.6％（7

件）であった。 

 また、資格取得にあたり困難であった点を聞いたところ、「勉強時間が確保で

きなかった」が 59.6％（57 人中 34 件）と最も多く、次いで「経済的な負担が大き

かった」が 38.6％（22 件）、「何をすればいいか分からなかった」が 17.5％（10 件）

であった。勉強時間の確保や経済的負担については、資格を取得したいと答

えた学生と通ずるものであり、この点をいかに支援していくかが課題と言える。 

 

インターンシップについて 

 

○インターンシップに参加しようと思うかを聞いたところ、「参加したい」学生は

68.5％であり、「参加したいと思わない」学生は 21.4％、「参加したことがある」学

生は 8.8％であった。 

 
 

○インターンシップに「参加したい」と答えた学生に対し、参加を考える上で困

難な点を聞いたところ、「制度をよく理解できていない」が 59.6％（685 人中 408

件）と最も多く、次いで「時間が確保できない」が 29.9％（205 件）、「希望する職

種で実施されていない」が 16.4％（112 件）であった。 

制度を理解できていないとの回答が多かったことから、学生に対する制度の

周知が不十分であるか、又は制度自体が複雑であることが想起される。今後、

制度の一層の周知や、より利用しやすい制度への改善が求められる。また、時

間の確保は資格取得に関する質問でも多かった回答であり、共通の課題として、

この現状を改善する必要性は高いと言える。 
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○インターンシップに「参加したいと思わない」と答えた学生に対し、参加したい

と思わない理由を聞いたところ、「制度をよく理解できない」が 36.9％（214 人中

79 件）、次いで「時間が確保できない」と「希望する職種で実施されていない」は

それぞれ 25.7％（55 件）、「メリットを感じない」が 25.2％（54 件）であった。 

 制度の理解、時間の確保、希望する職種での実施など、「参加したい」学生と

共通する課題が阻害要因となっている。 

 

○インターンシップに「参加したことがある」と答えた学生に対し、参加して良か

った点を聞いたところ、「職場の空気に触れることができた」が 71.6％（88 人中

63 件）と最も多く、次いで「就労意識が高まった」が 51.1％（45 件）、「会社・業界

研究ができた」が 36.3％（32 件）であった。 

 

留学について 

 

○留学したいと思うかを聞いたところ、「留学したい」が 51.6％と過半数であり、

「留学したいと思わない」が 42.2％、「留学経験がある」が 5.5％であった。 
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○「留学したい」と答えた学生に対し、留学を考える上で困難な点を聞いたとこ

ろ、「経済的な負担が大きい」が 79.1％（516 人中 408 件）と最も多く、次いで「語

学力に自信がない」が 59.1％（305 件）、「海外生活に不安を感じる」が 33.7％

（174 件）であった。 

 経済的な負担との回答は約 8 割に上り、非常に優先度の高い課題である。語

学力に自信がないという回答は約６割に上るが、即効性のある解決は困難であ

ると思われ、中長期的な視点に立って取り組む必要がある。 

 
 

○「留学したいと思わない」と答えた学生に対し理由を聞いたところ、「語学力に

自信がない」が 64.0％（422 人 270 件）と最も多く、次いで「経済的な負担が大き

い」が 59.3％（246 件）、「海外生活に不安を感じる」が 45.0％（190 件）であっ

た。 

 「留学したい」学生と比べ、「海外生活に不安を感じる」と回答した比率が高い

ことから、海外での生活を支援するサポート体制の構築など、安心して留学でき

る環境を整備することが、潜在的なニーズの掘り起こしに繋がると思われる。 

 

○「留学経験がある」と答えた学生に対し、留学して良かった点を聞いたところ、

「視野が広がった」が 81.8％（55 人 45 件）と最も多く、次いで「外国の友人がで

きた」が 63.6％（35 件）、「国際感覚が身についた」と「コミュニケーション力が向

上した」が 60.0％（33 件）であった。 
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